








前 2年に引続き、日本法医学会の内部資料として刊行された法医鑑定例概要(1982)を資料

として、全国の法医学教室などの機関で 1892 年に解剖されて、SIDS またはその疑いある

いは推定とされたものについて調査した。この 1年間に 73 機関から白骨と死胎の検査を除

き、3152 例の解剖例か提示され、そのうち 2年以下の乳幼児は 294 例、さらに出生直後の

ものを除く 0 才児は 136 例であった。これらの中で SIDS とされたのは 20 例、これには 1

才児 3例、2才児 1例を含んでいる。 

以下従来の 1980、1981 両年を含む 3年間の解剖例を総合して検討する。年度によって参加

した機関が若干異なるが、延 74 機関が解剖例を提示し、年次別には 80 年、82 年が 60、81

年が 59 機関であった。提示された解剖例の合計は 9248 例、2 年以下の乳幼児は 880 例、

このうち出生直後死亡のものを除いた 0才児は 354 例である。 

これらのうちに SIDSまたはその疑あるいは推定とされたものは 61 例で、大部分は 0才児

であるが,1才 7 例、2才とされたもの 4例を含んでいる。SIDS を認め、これを死因として

取上げる傾向は、1980 年の 17 例が 81年には 24 例になり、増加するかに見えたが、82 年

は 20 例で、明瞭とはいえない。 


